Assessment and Challenges of Disaster Survival Self-care : By Way of Group Interview with Nurses in Desaster Area by 坂口, 桃子 et al.
[研究報告] 大阪市立大学看護学雑誌 第9巻 (2013.3)
災害サバイパルセルフケア行動の現状と課題
一被災地看護師へのグループインタピユ}からー
Assessment and Challenges of Disaster Survival Self-care: 
By Way of Group Interview with Nurses in Desaster Area 
坂口桃子1) 村川由加理1) 藤村一美1) 秋原志穂1) 石井京子1)









































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































学会誌， 11(3)， 22-35， 2010 
Muramoto Yoshio : Worldwide Trend of Flood and 
Windstorm Disasters in Terms of Mortality， Journal 
????









48(5)， 339-343， 2001 
山本捷子:災害看護の歴史、インターナショナルナーシ
ングレビュー， 28(3)， 24-27， 2005 
大阪市立大学看護学雑誌第9巻 (2013.3)
資料① インタビ‘ュー ガイド
1.被災された病院の状況や、地域の状況につきまして、お聞かせください。<起こったことの詳細な描写>
2.被災地域で生活する住民にとって震災が与えた影響と看護師としてどのような役割が重要と感じられたかをお聞か
せください。くその出来事があなたにとって重要である理由>
3.被災者の支援活動にあたられて、気にかかったこと不安に，思ったことをお聞かせください。くその時のあなたの懸
念は何だったのか>
・例えば、看護活動をするなかで困ったこと
・災害医療システムについて・・・・など
4.地震が起こっている最中は何を考えましたか。また、その後、どのようなことを考えましたか。くその出来事の最
中とその後にあなたは何を考えていたのか>
5.災害サイクル(①準備期、②対応期、③中期、④長期)において、の活動内容と有効であったこと、不十分であっ
たことについてお気かせください。
①準備期(源災教育やネットワーク構築など)
.活動内容
・有効であったと感じたこと
・不十分であったと感じたこと
②対応期(救命救急搬、送患者のケア、ご遺体の管理、遺族へのケア)
・活動内容
・有効であったと感じたこと
・不十分であったと感じたこと
③中期(感染予防、ケア提供者を含めた人々の健康状態の査定とケア)
.活動内容
・有効であったと感じたこと
・不十分であったと感じたこと
④長期
・活動内容
・有効であったと感じたこと
・不十分であったと感じたこと
6.災害に備え、住民はセルフケアとして日頃から何をするべきであるとお感じになられましたか。
7.現在の思い、困難なこと、気がかり、励みになること等ありましたら、どのようなことでも結構ですのでおきかせ
ください。
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資料② フォローアップアンケート
調査票
[質問 1]あなたについて教えてください
1.年齢:( )歳
2.性別:( )性
3.看護師経験年数:( )年
[質問2]昨年のグループインタビューについてお聞かせ下さい。
1.調査に参加した理由を下記から選んで該当する項目の( )にOをつけてください(複数回答可)。
( )頼まれた
( )調査の内容に興味があった
( )仲間の意見が聞ける
( )都合の良い調査場所だ、った
( )その他
2.調査に参加しての感想を下記から選んで該当する項目の( )にOをつけてください。
( )良かった
( )特に無し
( )後悔している
( )その他
3.調査中の話しやすきについて、下記から選んで、該当する項目の( )にOをつけてください。
( )とても話しやすかった
( )話しやすかった
( )どちらでもない
( )話しにくかった
( )とても話しにくかった
4.調査中の話しやすさに影響を与えたものについて、下記から選んで該当する項目の( )にOをつけてください
(複数回答可)。
( )特に無い
( )他の参加者
( ) ICレコーダーでの録音
( )調査の内容
( )調査場所の雰囲気
( )司会者の進め方
( )その他
5.調査時間について、下記から選んで該当する項目の( )にOをつけてください。
( )とても長かった
)長かった
)どちらでもない
)短かった
)とても短かった
[質問3]調査後6ヶ月を経過して、災害看護についてあらためて考えることや被災者としての生活から考えている
こと等ご自由にご記入下さい。
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